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✓   寄附金※1は、記念碑建立など江藤新平復権に向けた顕彰
活動に活用させていただきます

✓   個人3万円以上、法人・団体20万円以上の寄附をいただ
いた場合は、記念碑へ氏名等を彫刻させていただきます
（希望者のみ※2）

※1  この寄附は自治体への寄附であり、税制上の優遇措置があります
※2  令和7年10月31日までに入金が確認ができた方が対象

◉お問い合わせ先

佐賀県文化課 佐賀復権推進チーム
TEL：0952-25 -7236
FAX：0952-25 -7179

　 江藤新平復権プロジェクトとは！？
令和6（2024）年の江藤新平没後150年を契機に
スタートした、佐賀戦争とともに消されてしまった
江藤の比類なき功績に光を当て、真の「復権」を図る
プロジェクト

1口／5,000円
1口／100,000円

個人

法人・団体

↑詳しくはコチラ

現代に繋がる日本の骨格を創った男

江藤新平復権プロジェクト

寄附募集



●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

�

2 3



� �

4 5



�

6 7



�

司法卿・江藤新平と司法省の官吏たち（本館蔵）
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『
民
法
仮
法
則
』完
成

3
月
10
日

「
参
議
」就
任

4
月
19
日

欧
州
派
遣
の
辞
令
が
出
さ
れ
る
も
、

多
忙
の
為
取
り
止
め
と
な
る

4
月
30
日

板
垣
退
助
・
副
島
種
臣
ら
と
と
も
に
辞
表
提
出

10
月
24
日

「
参
議
」を
免
ぜ
ら
れ
る

10
月
25
日

朝
鮮
遣
使
問
題
に
関
す
る
閣
議
開
催

10
月
14
日

『
民
選
議
院
設
立
建
白
書
』に
署
名

1
月
12
日

佐
賀
に
向
け
て
出
発

1
月
13
日

大
久
保
の
出
動
が
決
定

2
月
9
日

内
務
卿
大
久
保
利
通
が
佐
賀
出
張
願
い

2
月
4
日

全
権
が
大
久
保
に
与
え
ら
れ
る

2
月
10
日

佐
賀
県
令
岩
村
高
俊
が

鎮
台
兵
を
率
い
て
県
庁（
佐
賀
城
）に
入
城

2
月
15
日

征
韓
党
・
憂
国
党
が
県
庁（
佐
賀
城
）を
攻
撃

2
月
16
日

岩
村
以
下
、熊
本
鎮
台
の
軍
隊
は
県
庁（
佐
賀
城
）か
ら
敗
走

2
月
18
日

政
府
が
正
式
に
佐
賀
討
伐
を
布
告

2
月
19
日

征
韓
党
を
解
散
し
、鹿
児
島
へ
向
か
う

2
月
23
日

鹿
児
島
県
鰻
温
泉
で
西
郷
隆
盛
に
面
会
す
る

2
月
27
日

高
知
県
甲
浦
で
捕
縛
さ
れ
る

3
月
29
日

江
藤
に
対
す
る
尋
問

4
月
8・9
日

佐
賀
臨
時
裁
判
所
に
お
い
て

斬
罪
梟
首
の
宣
告
を
受
け
、同
日
刑
死

4
月
13
日

蓮
成
寺（
鍋
島
町
）に
葬
ら
れ
る

4
月
16
日

大
蔵
省
の
予
算
削
減
に
抗
議
し
辞
表
提
出

1
月
24
日

愛
国
公
党
の
結
成

1
月
10
日

東京から直接佐賀へ帰らなかったこと、一
度は佐賀へ帰るもすぐに長崎へ移ったことは、
江藤が慎重に状況を見定めていたことを示し
ています。しかし、新たな県権令が鎮台兵を
帯同して赴任したとの報を受け、郷土防衛の
ため止む無く戦いへ身を投じました。
戦況が悪化すると、江藤は犠牲を増やさな
いため、征韓党解散を決断し、これまで築い
た人脈を頼りに、各地の有力人物と接触しまし
た。佐賀と共に立ち上がらせることは叶いま
せんが、その人脈は、苦境に立たされた江藤
の道となりました。
また、一貫して東を目指したことは、東京で
裁判を受け、法に則って裁かれることを望ん
だ、江藤の信念を示しています。

N

14 15



�

16 17



【天保5年～明治3年】
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【明治4年～大正5年】
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